
共同体メカニズム研究学会 第 1 回大会 

 English follows Japanese. 

報告者募集 

 

共同体メカニズム研究学会は、経済学、経営学、人類学、心理学、倫理学、神経科

学、哲学、神学、医学、教育学、老年学、環境学、文学など多様な学問分野を横断

し、「共同体メカニズム」の理論的・実証的・応用的研究の発展を目的として、2025 年

8 月 12 日に設立されました。 

本学会では、第 1 回研究大会を下記の要領で開催し、広く研究報告を募集いたしま

す。 

共同体メカニズムとは、家族や地域などでの協力を基礎とした「少なくとも１人が自発

的に協力を申し出て拒否されない仕組み」です。具体的には Win-Win や長期的な関

係、利他性・不平等回避・応酬性などの社会的選好、信頼・ネットワーク・規範などの

社会関係資本、倫理観や価値観や使命観などに基づいた、協力、ボランティア、地域

コミュニティづくり、国際平和促進、環境保護などの行動を対象とします。例えば、将

来にお返しがある可能性があったり、そのような可能性がなくとも周りの人や自分自

身が良いと思ったり、自分の使命と思うために手を差し伸べてそれが受け入れられる

仕組み。話し合いの結果、Win-Win の協力関係を構築できたり、そうでなくとも信頼や

共同体意識が生じたりすること。倫理観や価値観などが共通していたり、人間である

という共通点から会ったことのない人や将来世代のために協力したりすることを含み

ます。経済では他に、需要と供給を基礎とした価格の合意による「市場メカニズム」

と、合意なしに強制できる「権力メカニズム」という二つの仕組みがあります。 

少子高齢化、社会保障費の増大、大規模災害、環境問題など、現代社会は多様な危

機に直面しています。従来、社会の資源配分は主として「市場メカニズム」と「権力メカ

ニズム」によって支えられてきましたが、これらのみでは解決困難な問題が増加して

います。このような状況において、自発的協力に基づく「共同体メカニズム」は、社会

の持続可能性を支える第三の基盤として、その重要性が再認識されています。 



共同体メカニズムは、信頼、共感、互酬性、倫理、文化、社会的資本など、多様な要

因によって支えられており、その解明には学際的研究が不可欠です。本大会では、さ

まざまな分野での共同体メカニズムに関連する理論研究、実証研究、実験研究、政

策研究、実践研究など幅広い研究報告を歓迎いたします。他の分野の研究者にどの

ような研究がされてきたか伝える目的で、すでに公刊されたり他の学会で発表された

りした研究報告も歓迎します。 

大会で報告することで、共同体メカニズムの研究という共通点のある多様な領域他分

野の研究者と交流し分野横断的な議論をすることで、自分の研究と関連する実証や

理論の新しい知識を得たり、自分の研究内容を知ってもらったりすることができます。 

 

開催概要 

■ 学会名 

共同体メカニズム研究学会 第 1 回大会 

■ 日程 

2026 年 6 月 20 日（土）・21 日（日） 

■ 会場 

同志社大学 今出川キャンパス良心館（京都市営地下鉄烏丸線 今出川駅直結） 

募集分野 

経済学、経営学、人類学、心理学、倫理学、神経科学、哲学、神学、医学、生物学、

教育学、老年学、環境学、エコロジー、会計学、文学を含むさまざまな学問分野で

の、その分野、および学際的な共同体メカニズムに関連する研究を広く募集いたしま

す。例として以下のような研究トピックを挙げておきます。 

• 少子化、高齢化、医療、介護、ジェンダー、教育、保育、子育て、家族、社会保

障、格差、AI やロボットなどの新しいテクノロジー、ワークライフ・バランス、環

境・エコロジー、災害、地域社会、組織・企業、文化・芸術、社会関係資本・信

頼・ネットワーク・規範、社会的選好、マイノリティ、ナッジ、経済発展・経済成

長。 



研究方法は、例として、制度、行動、良心・倫理・規範、協力に関するゲーム理論など

の理論研究、アンケートやインタビューや実験（行動実験、心理学実験、神経科学（特

に人間と動物の科学性）など）のデータによる質的および量的研究方法による実証研

究、シミュレーションやカリブレーションによる実証および理論研究。 

報告形式 

口頭報告の申し込みは 1 件のみとします。 また, 大会中に同一の方が 2 件以上の

口頭報告をすることはできません。 ただし, 別の報告者の報告論文の共著者である

ことは報告件数には含みませんので, 複数の報告論文の著者であってもかまいませ

ん。 ポスター報告の 1 人当たり申し込み件数も口頭報告に準じます。 

口頭報告とポスター報告に 1 件ずつ申し込むことはできますが, 事前審査の結果ポ

スター報告件数が 2 件になった場合はどちらか 1 件のみ発表していただきます。 

また, 報告を申し込む際には，「口頭報告セッションのみ」，「ポスターセッションの

み」，「口頭報告セッションとポスターセッションの両方」、また口頭報告の場合は「討

論者あり」か「討論者なし」のいずれを希望するか選んでいただきます。 

「口頭報告セッションとポスターセッションの両方」を希望された場合でも，どちらか一

方のセッションのみで採択される場合もあります。 

■討論者なし口頭報告（口頭報告は申込者あるいは共著者の一人が会員であるか、

会員になることを申込中ことが必須です。） 

• 発表時間：30 分、質疑応答 10 分 

■ ポスター報告（一般） 

• 大学院生・若手研究者の研究報告・共同体メカニズムに関わる実践者の実践

報告を歓迎 

■ 学部生ポスター報告 

• 共同体メカニズムの研究を広く奨励することを目的として，学部生ポスターセッ

ションが設けられています。報告の採否は，学部生によるポスター報告である

ことを考慮して決定しています。なお，学部生であっても口頭報告セッションで

の報告を申し込むこともできます。 



•  

応募要領 

■ 申込フォームの提出 (4/21 より 5/22 まで公開) 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4NTQhoPCRVSMu3deyxwDUTbY9SivY
MT6AM1eb7gc_pMi9Dg/viewform?usp=dialog 
 

（申込者が会員でない場合は本フォームで会員になることを申し込むことができ、

2026 年度の会費は無料です。口頭報告は申込者あるいは共著者の一人が会員であ

るか会員になることを申込中であることが必要です）。 

 

■ 予稿の提出 

予稿（表紙＋本文 1 ページ以上５ページ以内、文字フォントは 10.5 ポイント以上）の

pdf ファイルを学会事務局（communitymra@gmail.com）にメール添付で送付（件名は

「共同体メカニズム研究学会大会報告応募」。予稿本文は 1 ページ以内で例えば参

照文献リストだけでも可とします。ただし特に討論者あり口頭報告に申込の場合は、

研究目的（またはリサーチクエスチョン）、研究方法、研究結果、研究意義の説明と参

照文献リストが予稿本文にあることが望ましいです。 

 予稿の 1 ページ目（表紙）には、報告タイトル、著者名、投稿の連絡の責任著者

のメール・アドレス、要約（日本語予稿の場合は 400 字以内、英語予稿の場合は

200words 以内）、予稿の研究と共同体メカニズムの関係の説明（200 字以内）、

科研費の審査区分表（小区分一覧）https://www-

kaken.jsps.go.jp/kaken1/shoukubunList.do より小区分名、キーワード（3 つ以

下）。もしも経済学の場合は JEL 分類番号（３つ以下）。もしもすでに発刊された

り学会報告されたりした研究を報告の場合は書誌や学会の情報。 

 討論者あり口頭報告は 5 月 30 日までに To で討論者に、cc で学会事務局宛に

フルペーパー（報告の前提になる完成論文）を送付しなければなりません。特に

奨励賞有資格者がこの期限を守らない場合は受賞対象外となりますので、ご注

意ください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4NTQhoPCRVSMu3deyxwDUTbY9SivYMT6AM1eb7gc_pMi9Dg/viewform?usp=dialog
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4NTQhoPCRVSMu3deyxwDUTbY9SivYMT6AM1eb7gc_pMi9Dg/viewform?usp=dialog
https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/shoukubunList.do
https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/shoukubunList.do


 

重要日程 

■ 会員特典による報告申込 

申込フォームと予稿提出締切：2026 年 4 月 17 日 

採否通知：2026 年 4 月 30 日 

討論者あり口頭報告論文提出締切：2026 年 5 月 30 日 

大会開催：2026 年 6 月 20 日・21 日 

学会の目的 

本学会は、経済学、経営学、人類学、心理学、倫理学、神経科学、哲学、神学、医学,

教育学、老年学、環境学、文学を含むさまざまな学問分野での共同体メカニズムに関

連する研究および学際的研究の促進に寄与し、一般公衆に対して教育・啓蒙活動を

行うことを目的として設立されました。これらの目的のための活動を通じて 

• 共同体メカニズムの理論の発展 

• 社会問題の解決 

• 政策提言 

• 学際研究の推進 

に寄与していきます。 

大会テーマ 

危機の時代における共同体メカニズムの理論と実践 

お問い合わせ先 

共同体メカニズム研究学会事務局 

（住所）〒602-8580 京都府京都市上京区今出川通烏丸東入 同志社大学経済学部

大垣昌夫研究室 



（メールアドレス） communitymra@gmail.com 

 
 

Community Mechanism Research 

Association First Annual Meeting 

Call for Papers 

     The Community Mechanism Research Association was established on August 

12, 2025, with the aim of advancing theoretical, empirical, and applied research on 

the "community mechanism" across diverse academic fields including economics, 

business administration, anthropology, psychology, ethics, neuroscience, philosophy, 

theology, medicine, education, gerontology, environmental studies, and literature. 

   The Association will hold its 1st Research Conference as outlined below and is 

now accepting research reports. 

   The Community Mechanism refers to systems based on cooperation within 

groups such as families and local communities, where "at least one person 

voluntarily offers cooperation and is not rejected." Specifically, it encompasses 

behaviors such as cooperation, volunteering, community building, the promotion of 

international peace, and environmental protection, which are grounded in social 

preferences (e.g., win-win situations, long-term relationships, altruism, avoidance of 

inequality, reciprocity), social capital (e.g., trust, networks, norms), and ethical, 

value-based, or mission-driven perspectives. For example, it refers to a system 

where one extends a helping hand—whether because there is a possibility of future 

reciprocation, or even without such a possibility, simply because those around them 

or the person themselves deem it good, or because they view it as their mission—

and that offer is accepted. It includes situations where, as a result of discussion, a 

win-win cooperative relationship is established, or even if not, trust and a sense of 

community are fostered. It also encompasses cooperating for the sake of people one 

has never met or future generations, based on shared ethics, values, or the 



commonality of being human. In economics, there are two other mechanisms: the 

“market mechanism,” based on price agreements derived from supply and demand, 

and the “power mechanism,” which can be enforced without consent. 

   Modern society faces diverse crises: declining birthrates and aging populations, 

rising social security costs, large-scale disasters, and environmental issues. While 

societal resource allocation has traditionally relied primarily on the "market 

mechanism" and the "power mechanism," problems increasingly difficult to solve 

using these alone are growing. In this context, the "community mechanism," based 

on voluntary cooperation, is being recognized anew as a crucial third foundation 

supporting societal sustainability. 

The community mechanism is supported by diverse factors such as trust, 

empathy, reciprocity, ethics, culture, and social capital, and interdisciplinary research 

is essential to its understanding. At this conference, we welcome a wide range of 

research reports related to the community mechanism across various fields, 

including theoretical, empirical, experimental, policy, and practical studies. We also 

welcome research reports that have already been published or presented at other 

academic conferences, with the aim of sharing the findings of researchers in other 

fields. 

 By presenting at the conference, you will have the opportunity to interact with 

researchers from diverse fields who share a common interest in the study of 

community mechanisms and engage in cross-disciplinary discussions. This will allow 

you to gain new insights into empirical findings and theories relevant to your own 

research, as well as share your research with others. 

 

Conference Overview 

 ■ Conference Name 

 The 1st Annual Conference of the Community Mechanism Research Association 

 ■ Dates 

 June 20 (Sat) and 21 (Sun), 2026 



 ■ Venue 

 Doshisha University Imadegawa Campus Ryoshinkan Hall (Directly connected to 

Imadegawa Station on the Kyoto Municipal Subway Karasuma Line) 

 Call for Papers 

   We broadly invite research related to community mechanisms within and across various 

academic disciplines, including economics, business administration, anthropology, psychology, 

ethics, neuroscience, philosophy, theology, medicine, biology, education, gerontology, 

environmental studies, ecology, accounting, and literature. Examples of research topics include 

the following. Research methods may include theoretical studies on institutions, behavior, 

conscience/ethics/norms, and game theory related to cooperation; empirical studies using 

qualitative and quantitative data from surveys, interviews, and experiments (behavioral 

experiments, psychological experiments, neuroscience (especially human and animal 

neuroscience), etc.); and empirical and theoretical studies using simulations and calibrations. 

• Topics include: declining birth rates, aging populations, healthcare, nursing 

care, gender, education, childcare, parenting, family, social security, inequality, 

new technologies like AI and robotics, work-life balance, 

environment/ecology, disasters, local communities, organizations/businesses, 

culture/arts, social capital/trust/networks/norms, social preferences, 

minority, nudges, economic development/economic growth. 

Research methods include, for example, theoretical studies such as game theory 

concerning institutions, behavior, conscience/ethics/norms, and cooperation; 

empirical studies using qualitative and quantitative research methods based on data 

from surveys, interviews, and experiments (behavioral experiments, psychological 

experiments, neuroscience (especially human and animal neuroscience), etc.); and 

empirical and theoretical studies using simulations and calibrations. 

 Presentation Format 

   Only one oral presentation may be submitted per person. Furthermore, the same 

individual may not give two or more oral presentations during the conference. 

However, being a co-author on another presenter's paper does not count toward the 



presentation limit, so authors may be involved in multiple papers. The number of 

poster presentations allowed per person follows the same rules as oral 

presentations. 

   You may apply for one oral presentation and one poster presentation. However, if 

the preliminary review results in two poster presentations being accepted, you may 

present only one of them. 

   When submitting your presentation application, you must select one of the 

following options: "Oral Presentation Session Only," "Poster Session Only," "Both 

Oral Presentation Session and Poster Session," and for oral presentations, either 

"With Discussant" or "Without Discussant." 

   Even if you select "Both Oral Presentation Session and Poster Session," you 

may be accepted for only one of the sessions. 

■ Oral Presentation without Discussant （For oral presentation, either the 

applicant or a coauthor is required to be a member or applying to be a member.） 

•  Presentation time: 30 minutes, Q&A: 10 minutes 

 ■ Poster Presentation (General) 

•  Graduate students, early-career researchers, and practitioners welcome 

 ■ Undergraduate Student Poster Presentations 

•  An undergraduate poster session is provided to broadly encourage research 

on community mechanisms. Acceptance decisions consider the nature of the 

poster presentation by undergraduate students. Note that undergraduates may 

also apply to present in the oral presentation sessions. 

•  

 Application Guidelines 

■ Submission of Application Form 

 https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc-

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc-BL5C6hikJFkX0v14iNkcHWnXFXYyt2sMn3sN5yovhVifhg/viewform?usp=publish-editor


BL5C6hikJFkX0v14iNkcHWnXFXYyt2sMn3sN5yovhVifhg/viewform?usp=publish-editor 
 
(If the applicant is not currently a member, they may apply for membership through this form, 
and the membership fee for the 2026 fiscal year is free. For oral presentations, either the 
applicant or at least one of the co-authors must be a member or be applying for membership.) 

 ■ Submission of Abstracts 

   Please send a PDF file of your abstract (cover page + main text of at least 1 

page and no more than 5 pages, font size 10.5 points or larger) as an email 

attachment to the conference secretariat (communitymra@gmail.com). The main text 

of the abstract may be as short as one page; for example, a list of references alone 

is acceptable. However, if you are applying for an oral presentation with a 

discussant, it is desirable that the main text of the abstract include an explanation 

of the research objectives (or research question), research methods, research 

results, and research significance, along with a list of references. 

  The first page of the abstract (cover page) should include the presentation 

title, author names, the email address of the corresponding author, an abstract 

(up to 400 characters for Japanese abstracts and up to 200 words for English 

abstracts), an explanation of the relationship between the research and 

community mechanisms (up to 200 characters), and the subcategory name and 

keywords (up to 3 keywords) selected from the KAKENHI Review Category 

Table(List of Subcategories) https://www-

kaken.jsps.go.jp/kaken1/shoukubunList.do, and keywords (up to 3) . For 

economics, please include the JEL classification code (up to 3). If reporting on 

research that has already been published or presented at a conference, please 

include bibliographic or conference information. 

  For oral presentations with discussants, the full paper (the completed paper 

serving as the basis for the presentation) must be sent by May 30 to the 

discussant (To) and copied to the conference secretariat (CC). Please note that 

if a candidate eligible for the Encouragement Award fails to meet this deadline, 

they will be disqualified from receiving the award. 

 Important Dates 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc-BL5C6hikJFkX0v14iNkcHWnXFXYyt2sMn3sN5yovhVifhg/viewform?usp=publish-editor
mailto:communitymra@gmail.com
https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/shoukubunList.do
https://www-kaken.jsps.go.jp/kaken1/shoukubunList.do


Application Form and Abstract Submission Deadline: May 22, 2026 

 Acceptance/Rejection Notification: June 3, 2026 

 Conference Dates: June 20-21, 2026 

 Purpose of the Association 

 This society was established to contribute to the promotion of research related to 

community mechanisms and interdisciplinary studies across various academic fields, 

including economics, business administration, anthropology, psychology, ethics, 

neuroscience, philosophy, theology, medicine, education, gerontology, environmental 

studies, and literature, and to conduct educational and enlightenment activities for the 

general public. Through activities for these purposes 

•  the development of community mechanism theory 

•  Resolution of social issues 

•  Policy recommendations 

•  Advancement of interdisciplinary research 

 Conference Theme 

 Theory and Practice of Community Mechanisms in Times of Crisis 

 Contact 

The Office of the Community Mechanism Research Association 

 (Address) Doshisha University Faculty of Economics, Masuo Ogaki Laboratory, 

Karasuma-higashi-iru, Imadegawa-dori, Kamigyou-ku, Kyoto-shi, Kyoto-fu 602-

8580. 

 (Email Address) communitymra@gmail.com 
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